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第 5 章は Fe3O( -ZnFe2 O( 系固溶体の熱力学的性質について述べたものである。この系がFe2 03
または ZnO と共存する場合の起電力測定実験を行い，それらの結果から成分の活量を計算する新しい
解析方法を考案し，さらにそれを用いた計算結果から Fe2 03 と共存する場合と ZnO と共存する場合
円hu? ?
とでは熱力学的性質の組成依存性が大きく異なることを明らかにしている。





















測定するための酸泰プロープについて研究し， Fe ・ Fex 0の小型の固体参照電極を用いた新しい酸素
プロープの開発に成功している。
以上のように本論文は安定化ジルコニア固体電池起電力法を旧いて高温における各種熱力学的数値
に関する多くの知見を与え，さらに工業的には独特の参照電極を }I] し五た酸素プロープの開発に重要な
指針を与えるもので，冶金工学的にも工業的にも貢献するところが大き Po
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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